
性暴力 ・ DV ・ 虐待サバイバーを支援する

コミュニティひろしま

シムト

シムトは三本の柱を軸に活動しています。

一つ目は、『シェルター』を作ること。
DV ・ 虐待 ・ 性暴力を受けた過去を持つ当事者を受け入れる事後施設はほとんど存在
せず、サバイバーはトラウマを持って生活しなければなりません。そういったサバイバーのための
シェルターを作ることを目指しています。

クローズドイベントやオープンイベントなど、気持ちを打ち明けたり、それぞれの考えを話し合
える機会を設けています。

シェルターづくりへの第一歩

11 月 28 日 14 時より広島市内のひろし
ま CAMPS で行われる「外国人起業塾プ
レゼンテーション」に代表のキムソンファが
に参加します。

キムは広島に留学経験のある外国人の起業
を支援する一般社団法人「グローカル人財
ネットワーク」から支援を受け、社会起業
大学の学長である林さんから３ヶ月間の講
義を講義を受けてきました。

プレゼンテーションでは学びの成果を発揮し、シ
ムトが目指す、サバイバーのためのシェルター作り
について発表します。

コロナ禍の中でのコミュニケーション

コロナ禍でコミュニケーションが難しくなっていることから、
8 月には心理療法である「リフレクティング」を利用した
談話会を開き、9 月からは月に 1 回「シムトだらだら会」
というイベントを定期開催しています。
気軽に他愛もないことを話したり、一緒に笑ったり、怒っ
たり、悲しんだり、自分自身と向き合ったりできる居場
所を目指して運営しています。

より良い関係性を築く
12 月のイベントは人間関係や恋人関係など「関係性」
がテーマです。相手とどのようなコミュニケーションを取れば
より良い関係を築けるのかを参加者と考えていきます。

価値観を押し付けるのではなく、参加者が他の参加者と
関わることで自発的に考え方の多様性に気づき、そこか
らパートナーとのやりとりのヒントを見出せるようなイベントに
していければと思います。

二つ目は、『話す場所』。

三つ目は、『知る場所』。
サバイバーへの理解を求め、オープンイベントを通してサバイバーに関して共に学ぶ場を作って
います。


